
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































乳牛 1 頭等）、③農作業の受託を実地、のいずれかに該当する者（1990 ～
2000 年センサスでは、販売農家、農家以外の農業事業体及び農業サービス事
業体を合わせた者に該当する）
農業経営体のうち家族経営体 農業経営体のうち個人経営体（農家）及び 1 戸 1 法人（農家であって農業経営を法人化している者）
個人経営体 農業経営体のうち世帯単位で事業を行う者であり、1 戸 1 法人を除く









4 伊藤清蔵 [1976]『農業経営学』農山漁村文化協会、392 ページ。
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11 本稿における組織化は Barnard, C. I. の「二人以上の人々の意識的に調整された活動や諸力の体系」の定義を
前提としている。「二人以上」に関しては、本稿では「二つの主体以上」に置き換えて使用したい。例えば、農
家と農家との組織化、農家と JA との組織化、農家と株式会社との組織化、など多様に想定できる。Barnard, 
C. I. (1938) The Functions of the Executive Thirtieth Anniversary Edition, Harvard University Press, USA, p. 







13 出牛正芳 [1986]『マーケティング概論〔三訂版〕』税務経理協会、103−143 ページ。初版は [1986]。
14 より詳しい説明は、出牛正芳 [1986] 前掲書、103−43 ページ。
15 有馬賢治、岩本俊彦、小宮路雅博、編 [1998]『バリュー・クリエイション・マーケティング』税務経理協会、４ページ。
16 上沼克徳 [2005]『マーケティング学の生誕へ向けて』同文舘、238 ページ。初版は [2003]。
17 有馬賢治、岩本俊彦、小宮路雅博、編 [1998] 前掲書、13−9 ページ。以下は、有馬らを参照して論述している。
18 有馬賢治、岩本俊彦、小宮路雅博、編 [1998] 前掲書、14 ページ。
19 渡辺良雄 [1978]「最近の東京の膨張と都市問題への１・２の視点」『総合都市研究』（3）、49−82 ページ。
20 祖田修 [2005]『農学原論』岩波書店、46−53 ページ。
21 祖田修 [2005] 前掲書、46−53 ページ。また筆者の博士取得論文では、経済価値と社会価値とを包摂している生
態系価値を追求する必要性を説いている。土屋翔［2016］『必要多様性から視た農業経営システム－ “ 認識 ” の
範囲を超えた協働をめざして－』神奈川大学博士取得論文、194−8 ページ。
22 Ashby, W. R. (1958) “Requisite Variety and Its Implications for the Complex System” Cybernetica 1, pp. 
83‐99. または、Ashby, W. R. (1956) An Introduction to Cybernetics, John Wiley & Sons, USA, pp. 206‐13.〈篠
崎武 山崎英三 銀林浩訳 [1967] 『サイバネティクス入門』宇野書店、255‐63 ページ。〉
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